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あ
と
が
き
に
か
え
て

―
―
「
思
い
出
の
記
」
小
泉
セ
ツ
―
―

こ
の
小
泉
八
雲
の
妻
・
セ
ツ
夫
人
に
よ
る
随
筆
「
思
い
出
の
記
」
は
、
一
九
〇
四
年
（
明
治

三
十
七
年
）
に
五
十
四
歳
で
世
を
去
っ
た
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
の
没
後
、
夫
人

が
追
憶
と
と
も
に
綴
っ
た
私
的
な
回
想
記
で
す
。

セ
ツ
夫
人
は
、
松
江
藩
士
・
小
泉
弥や

右
え

衛
門も

ん

の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
、
一
八
九
一
年
（
明
治

二
十
四
年
）
に
八
雲
と
結
婚
し
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
で
は
西
洋
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
八
雲

は
そ
の
只
中
に
あ
っ
て
日
本
文
化
の
深
層
に
魅
せ
ら
れ
、自
ら
の
文
学
作
品
に
日
本
の
神
話
や
怪
談
、

風
習
を
数
多
く
描
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
を
最
も
身
近
で
支
え
た
の
が
、
セ
ツ
夫
人
で
し
た
。

「
思
い
出
の
記
」
は
、
単
な
る
回
想
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
明
治
と
い
う
時
代
の
な
か
で
国
際
結
婚
を

生
き
抜
い
た
一
人
の
日
本
人
女
性
の
ま
な
ざ
し
が
映
し
出
さ
れ
た
貴
重
な
証
言
で
も
あ
り
ま
す
。

夫
婦
の
日
常
、
教
育
者
と
し
て
の
八
雲
の
姿
、
そ
し
て
父
と
し
て
の
や
さ
し
さ
が
、
ど
こ
か
懐
か


